
G7 広島サミットを問う

 　　 主催：第九条の会ヒロシマ　
連絡先：734-0015　広島市南区宇品御幸 1-9-26-413　
 　070-5052-6580　fujii@jca.apc/org

この広島には、米軍戦闘機が飛び、核が搭載できる艦船が入る。
この広島周辺に、米軍、自衛隊の基地がひしめく。
なぜ、非軍事、非戦の 9条を持つ日本が大軍拡を進めるのだろう。
なぜ、広島・長崎の原爆の恐ろしさ、苦しみ、悲しさを知りながら、
首相は核兵器禁止条約に背を向けるのろう。
なぜ？　どうして？　どうしたらいい？

憲法を研究し続けてこられた若尾典子さんのお話を聞き、
戦争をする国にさせないために、この広島で何ができるか、
一緒に考えてみませんか？　　どうぞご参加ください。

プロフィール
憲法研究者、憲法・ジェンダー研究専攻。
元琉球大学非常勤講師、元県立広島女子大学
教授、元佛教大学社会福祉学部教授。
著書『わがままの哲学 わたしのことはわたしが
決める』学陽書房、『闇の中の女性の身体 性
的自己決定権を考える』学陽書房、『ジェンダー
の憲法学 人権・平等・非暴力』家族社、共著
『フェミニズム法学 生活と法の新しい関係』
   

憲法研究者若尾典子さんが語る

第九条の会ヒロシマ 31 周年記念講演会

広島平和記念（原爆）
資料館地下会議室１
参加費；500 円

3月 26日（日）
14時～ 16 時
（16時 10 分～　総会行事）

　ずっと憲法を研究してきた理由

2022 年 11 月 3日憲法公布 76 年 
「原爆ドームを平和のバナーで囲もう」スピーチ

2005 年  家族社 1.500 円 （共著）2017 年  青弓社 1.600 円
国家がなぜ家族に干渉するのかジェンダーの憲法


